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音声から発話者の年齢や性別といった話者に関する情報を推定する研究です。顔画像や動画といっ
た視覚的な情報からこれら情報を高い精度で推定する手法は既にいくつか知られていますが、音声
のみしか利用できない場合、最新の深層学習技術をもってしても未だ解決が困難な問題です。

高精度な年齢推定を行うためには各年代の話者の膨大な学習データが必要です。しかし実際には年
代毎にデータ量の違いがあり、特にデータが少ない年代の推定が困難でした。そこで、声が似た他の
話者の推定結果を用いて補正することで、従来よりも高い精度で年齢推定できる技術を考案しました。

本技術は年齢のみならす◌゙感情など話者に関する様々な属性推定へ応用できます。今後は、各属性
推定のための深層学習モデルと共に更なる性能改善を行い、話者属性を推定する汎用的な枠組を実
現し、ユーザに特化した新たな音声インタフェース開発やマーケティングへの応用をめざします。

話者クラスタリングに基づく性能改善法
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この声、何歳？

話者クラスタリングを用いた深層話者属性推定
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深層学習モデルによる年齢推定の推定結果を

類似話者の推定結果の多数決により補正する

評価尺度 従来手法 提案手法

年齢クラス分類精度
（子供・大人・高齢者クラス）

59 % 72 %

年齢推定誤差 ± 10.9 歳 ± 8.7 歳

深層話者属性推定

問題の難しさ

問題設定

音声から発話者の年齢や性別などの話者属性情報を深層
学習モデルにより推定

応用分野

コールセンタの応答決定やマーケティングの支援、ユーザ
の属性により挙動を変える音声対話システムの実現など

• 年代ごとに学習データ量の

偏りが大きい （図1）

• 特定の話者・年代に対し

過学習してしまう （図2）

年齢： ?? 歳

性別：男性・女性

深層話者属性

推定モデル
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図1.NIST-SRE08の年齢分
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図2. 年齢推定器の出力の可視化（[1]より引用）

（左図：学習データ、右図：評価データ）

推定対象音声の集合

1-1. 話者類似度に

基づきクラスタ作成

1-2. 深層学習モデルで

各音声の年齢クラスを推定

3. 各音声の推定年齢が

所属クラスタの代表年齢と

違う場合は、所属クラスタの

代表年齢クラスに置換え

2. 多数決で各クラスタの

代表年齢クラスを決定

:推定対象音声とその年齢推定結果

C*:クラスタ毎に多数決で決定した代表年齢クラス

（クラスタの結果と違うので修正）

類似話者

クラスタ

高齢者

大人 → 高齢者

高齢者

C1 = 高齢者

子供

子供

大人→ 子供

C2 = 子供

（クラスタの結果と違うので修正）
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